
概要版令和５年度 社会資本整備における国の施策及び予算に関する提案・要望

令和４年７月 北海道・北海道議会

防災・減災、国土強靱化

災害に屈しない強靱な国土づくりを
より強力に推進

インフラメンテナンス

予防保全への本格転換を図り、
計画的な老朽化対策を推進

○老朽化対策予算の確実な確保
○長寿命化や維持管理に係る制度の

創設や財政支援の充実・強化

持続可能な社会・経済の形成

北海道の道路ネットワークは、
多くの未整備区間が残されている

○高規格道路等ネットワークの整備促進
○除排雪に係る財政支援の充実・強化
○地域特性に応じた魅力的な

まちづくりの推進

○「５か年加速化対策」予算の十分な確保と、「５か年加速化対策」後も、継続的・安定的に国土強靭化の取組を進めていくこと

ゼロカーボン北海道の実現

ゼロカーボン北海道の
実現に向けた取組を推進

｢北海道Society5.0｣の実現

建設産業の高齢化が進行しており、
将来的な担い手不足が懸念

○災害に強いまちづくりの推進
○流域治水の推進
○災害に強い国土幹線ネットワークの

機能確保

○建設現場における新技術の
活用による生産性の向上

○道路除雪における技術開発の
推進

○施設管理や災害時における
デジタル化の推進

○住宅・建築物の脱炭素化の推進
○環境負荷の少ない

交通・物流基盤の構築
○吸収源対策と気候変動の適応に

関する取組の推進

日本海溝・千島海溝沿い巨大地震
による被害想定

≪人的被害≫

約14万人
≪建物被害≫

約12万棟

多くの施設で老朽化対策が
遅れている

≪対策が必要な橋梁数≫

約3,200橋

≪高規格道路の開通率≫

66％

観光や物流、医療施設への
緊急搬送等を支えるインフラの

強化が不可欠

≪建設業就業者の

55歳以上の割合≫

45％
デジタル技術活用による
効率化・省力化の推進

2050年カーボンニュートラルの
実現に貢献

≪温室効果ガス排出量の

削減目標≫

2030年までに▲48％

※道路メンテナンス年報(令和3年9月)

※総務省労働力調査より作成

※北海道地球温暖化対策推進計画(第3次)

※「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の対策について」報告書（中央防災会議 令和4年3月）

※2013年を基準年度とした、2030年までの目標値

※（旧名称）高規格幹線道路の延長より集計。令和4年3月31日時点

我が国への４つの貢献
◆食料安全保障の強化 ◆観光立国の実現
◆国土強靱化 ◆2050年カーボンニュートラルの実現



令和４年７月 北海道・北海道議会

※令和4年3月31日時点

防災・減災、国土強靱化 インフラメンテナンス

●橋梁の計画的な老朽化対策の推進

持続可能な社会・経済の形成

｢北海道Society5.0｣の実現
●建設業就業者の年齢構成

総務省労働力調査より作成
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●北海道の温室効果ガス排出量の削減目標

４８％削減
(3,581万t-CO2削減)

（万t-CO2） ：森林等吸収量 ：温室効果ガス排出量
北海道地球温暖化対策推進計画
(第3次)改訂版より

※（旧名称）高規格幹線道路の延長

計画総延長
1,825km

【北海道】

開通延長
1,199km

事業中
km264

66％開通

未着手区間の割合
20％(362km)

【全 国】
（北海道を除く）

計画総延長
12,175km

90％開通

開通延長
10,986km km

事業中
802

未着手区間の割合
3％(387km)

※全高速HPより集計※北海道調べ

●「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に
関する北海道の中長期目標の達成率
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●ICT技術を用いた測量及び建設機械による作業工数の低減

ゼロカーボン北海道の実現 ●ブルーカーボンの拡大

●北海道の民生(家庭)部門の二酸化炭素排出量
(2019年度)

北海道内の健全性Ⅲ・Ⅳの措置状況
（令和２年度末時点）

道路メンテナンス年報(令和3年9月)※グラフは地方公共団体を対象

橋梁の直近5年間の点検結果
（H28-R2）

措置完了

661橋
(17%)

措置未了

3,210橋

(83%)

※外側：全国
内側：北海道

全国
Ⅲ：54,366橋(8%)

北海道
Ⅲ：3,818橋(15%)

全国
Ⅱ：319,256橋(49%)北海道

Ⅱ：11,569橋(46%)

全国
Ⅰ：272,825(42%)

北海道
Ⅰ：9,758橋(39%)

全国
Ⅳ：552橋(0.1%)

北海道
Ⅳ：53橋(0.2%)

障害物位置

前方検知エリア

積雪前の障害物の状況を
確認しながら除雪作業が可能

●道路除雪におけるデジタル化の推進

●北海道の(旧名称)高規格幹線道路の整備状況

●市町村毎の海岸線における最大津波高
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中長期的かつ明確な見通しの下、継続的・安定的
に国土強靱化の取組を進めていくことが重要！

さらなる強靱化が必要

５か年加速化対策

白老町市街

離岸堤整備

虎杖浜海岸（白老町）

・外断熱工法の採用及び
断熱強化

・高効率暖房給湯設備の採用

ZEH水準を満たす断熱性能・省エネ性能を採用

・太陽光発電設備の設置

●公営住宅の脱炭素化の推進

●高規格道路網の整備促進

▼橋梁 ▼樋門
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被害想定
日本海溝・

千島海溝地震

人的被害 約１４万人

建物被害 約１２万棟

●日本海溝・千島海港沿いの
巨大地震による被害想定
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※太平洋沿岸で「最大クラスの津波」が発生した
場合に想定される津波高

※被害が最大となるケースの推計値であり、
人的被害は死者数（冬・深夜）、
建物被害は全壊棟数(冬・夕方)を示す

・離岸堤の整備にあたり、水
産生物の生育に配慮し、水産
協調型ブロックを使用。
・ブロックに海藻類が付着・生
育し、ＣＯ２を吸収・貯留する海
藻類の生育環境を創出。

水産協調型ブロック（溝付きブロック）


